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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第65期

第２四半期
連結累計期間

第66期
第２四半期
連結累計期間

第65期

会計期間

自平成26年
　12月１日
至平成27年
　５月31日

自平成27年
　12月１日
至平成28年
　５月31日

自平成26年
　12月１日
至平成27年
　11月30日

売上高 （千円） 1,474,340 1,415,146 2,832,292

経常損失（△） （千円） △18,770 △96,821 △114,439

親会社株主に帰属する四半期(当

期)純損失（△）
（千円） △42,166 △133,944 △136,632

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △47,615 △153,184 △162,024

純資産額 （千円） 1,488,104 1,220,349 1,373,689

総資産額 （千円） 2,257,425 2,276,006 2,238,443

１株当たり四半期(当期)純損失金

額（△)
（円） △2.92 △9.26 △9.45

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 65.9 53.6 61.4

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 52,477 △29,082 △107,908

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △31,097 △6,552 △35,394

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 88,083 97,720 194,230

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 648,098 651,170 588,616

 

回次
第65期

第２四半期
連結会計期間

第66期
第２四半期
連結会計期間

会計期間

自平成27年
　３月１日
至平成27年
　５月31日

自平成28年
　３月１日
至平成28年
　５月31日

１株当たり四半期純損失金額(△) （円） △3.29 △6.85

　（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．１株当たり四半期(当期)純損失金額（△）の算定上の基礎となる普通株式の期中平均株式数については、株

式付与ＥＳＯＰ信託口が所有する当社株式を自己株式として処理していることから、当該株式数を控除して

おります。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

５．「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号　平成25年９月13日)等を適用し、第１四半期連結累計

期間より、「四半期(当期)純損失」を「親会社株主に帰属する四半期(当期)純損失」としております。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の連結子会社)が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

     また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が判断したも
のであります。

 
(1)業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、このところ弱さも見られるものの、緩やかな回復基調が続いて

おります。しかしながら、中国を始めとするアジア新興国や資源国の経済減速及び熊本地震の経済に与える影響等に

より、景気や為替動向を注視しなければならない状況が続いております。

当社グループに関連の深い住宅関連業界におきましては、リフォーム市場や大都市圏での集合住宅需要などについ

ては、堅調な動きを見せているとはいうものの、新築住宅市場全体で見ると中長期的には減少傾向であり、依然とし

て不透明な状況が続いております。今後につきましては、新築住宅市場は少子高齢化・人口減少により需要が伸び悩

むと想定され、リフォーム市場につきましても構造改革を行わなければ市場規模が横ばいで推移すると予測されるな

ど、先行きに不安が残る状況であります。

このような経済環境の中、当社グループは「新商品の開発」「介護福祉分野の販売強化」「インバウンド需要の

取り込み」「海外市場における新規販路の開拓」などの販売強化を進めるとともに、商品・材料の仕入コスト削減

に取組んで参りました。

その結果、「海外市場における新規販路の開拓」については、これまでの地道な営業活動の成果により売上高が増

加いたしましたが、期待しておりました「インバウンド需要の取り込み」については、インバウンド客の消費動向の

変化により期待されたほどの成果を得ることが出来ませんでした。また、東日本を中心としたホームセンター市場等

の既存市場において、競合他社との価格競争の激化により販売が低迷したことにより、売上高は前年同四半期を下回

ることとなりました。また、上述の売上高の減少に加え、前年同四半期と比して当社に適用される為替予約レートが

円安で推移したことにより調達コストが上昇したこと及びコスト削減効果を見込んでいたベトナムの人工大理石工場

の本格稼働が当初予定より遅れたこと等により、利益についても前年同四半期を下回ることとなりました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は1,415百万円(前年同四半期比△4.0％)、営業損失は91百万円

(前年同四半期は26百万円の損失）、経常損失は96百万円(前年同四半期は18百万円の損失）、親会社株主に帰属する

四半期純損失は133百万円(前年同四半期は42百万円の損失）となりました。

なお、当社グループは住宅設備機器事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

 

(2)資産、負債及び純資産の状況

　当第２四半期連結会計期間末の資産総額は2,276百万円となり、前連結会計年度末に比べて、37百万円の増加とな

りました。その主な要因は、現金及び預金が62百万円増加したこと及び商品及び製品が58百万円増加した一方、前渡

金が39百万円減少したこと及び受取手形及び売掛金が33百万円減少したことによるものであります。

負債につきましては1,055百万円となり、前連結会計年度末に比べて、190百万円の増加となりました。その主な要

因は、１年内返済予定の長期借入金が28百万円、長期借入金が72百万円それぞれ増加したこと及び設備関係支払手形

が31百万円増加したこと並びに支払手形及び買掛金が25百万円増加したことによるものであります。

純資産につきましては1,220百万円となり、前連結会計年度末に比べて153百万円の減少となりました。その主な要

因は、利益剰余金が133百万円減少したことによるものであります。

 

(3)キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間の現金及び現金同等物（以下「資金」という）の期末残高は、前連結会計年度末より62

百万円増加し、651百万円となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれら

の要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間において営業活動の結果使用した資金は29百万円(前年同四半期は52百万円の獲得)とな

りました。これは主に前渡金が39百万円減少したこと及び売上債権が33百万円減少した一方、税金等調整前四半期純

損失を106百万円計上したことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間において投資活動の結果使用した資金は６百万円(前年同四半期は31百万円の使用)とな

りました。これは主に有形固定資産の取得による支出７百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）
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　当第２四半期連結累計期間において財務活動の結果得られた資金は97百万円(前年同四半期は88百万円の獲得)とな

りました。これは主に長期借入れによる収入200百万円があった一方、長期借入金の返済による支出98百万円があっ

たことによるものであります。

 

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。
　なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者のあり方に関する基本方針を定めており、その内容等は次の
とおりであります。
 
１．基本方針の内容
　当社は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者は、当社の事業の本質、当社の企業理念及び当社企業価値
の源泉、取引先企業等の当社のステークホルダーとの信頼関係の重要性を十分に理解し、当社の企業価値ひいては株
主共同の利益を確保・向上させる者でなければならないと考えております。他方、当社も上場企業である以上、健全
な投資家の皆様が当社の株式を買い付けることは、原則、自由ではありますが、当社の経営理念を否定し、企業価値
ひいては株主共同の利益の確保・向上に向けた施策に異を唱える者によって当社に対する買収提案が行われた場合、
これを受け入れるかどうかは、その時点における株主の皆様の適切なご判断に委ねられるべきものと考えておりま
す。そして、株主の皆様に適切に判断いただくためには、株主の皆様に十分な情報を提供することが必須です。
　また、大規模買付行為の中には、その目的等から企業価値ひいては株主共同の利益に対して明白な侵害をもたらす
もの、株主の皆様に株式の売却を事実上強要するおそれがあるもの、対象会社の取締役会や株主が大規模買付行為の
内容等を検討し、代替案を提案するための十分な時間や情報を提供しないもの、大規模買付者の提示した条件よりも
有利な条件を引き出すために大規模買付者との交渉を必要とするもの等、当社の企業価値ひいては株主共同の利益に
資さないものも少なくありません。当社は、このような当社の企業価値ひいては株主共同の利益に資さない大規模買
付行為を行う者は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者として不適切であると考えております。
 
２．基本方針の実現に資する取組み
　当社は、江戸時代享保年間に創業した屋根瓦製造販売業の流れを汲む衛生陶器メーカーで、近年は衛生陶器をコア
ビジネスとする、サニタリー分野での住宅設備機器を長年に亘り社会に供給してまいりました。当社は、「お客様に
ご満足いただける商品とサービスを、ご満足いただける価格で提供する」ことを最優先に、「快適で豊かな暮らし」
が実感できる住環境を実現することを経営理念としております。また、地球環境に優しいエコ、省エネ、節水商品、
人に優しい福祉、高齢者配慮商品の開発に注力するとともに、ユーザーニーズの変化に対応すべく、機動性を持った
海外調達の強化を積極的に進めております。更に、主力商品の多機能洗髪洗面化粧台・顧客ニーズ対応型(小ロット
生産でのオリジナル対応)洗面化粧台及び節水型トイレ、直近では介護用あるいは賃貸住宅向けデザインキッチンの
販売充実により、ユニバーサルデザイン・賃貸住宅市場及びリフォーム市場対応の商品開発を進めております。
　以上のように、当社は「水と電気」を使用する、耐久消費財を製造する企業として、「地球環境に優しい（Save

water／Save energy）」商品づくりを行うことが、企業価値を高めるものと信じております。

①　新規分野への事業領域拡大
　介護及びサービス付き高齢者住宅への商材納入（ケアシス事業）・中国を中心とするアジア市場への市場開拓の
為、専従組織の設立・営業人員の拡充を行い当該事業分野における売上高と収益の拡大を目指して参ります。ベト
ナムの販売子会社におきましても、日系進出ゼネコンへの大型物件への納入や現地有力販売商社との専売契約の締
結などにより、具体的な成果が見込めるような状況となっております。
　更に、当社が従来取組んで来なかった「店舗向けリノベーション事業」や、現在は大きな成果には繋がっており
ませんが「インバウンド需要」に関しては水廻り商材のみならず、アライアンス商材を含めた事業拡大を目指して
おります。
②　徹底したコストダウンと安定した品質
　ASEAN及び中国を中心とした購買網を構築しておりますが、今般の為替状況やサプライヤーの状況に応じて、国
内・海外にとらわれず顧客満足を果たすことの出来るコスト充実を目指し柔軟な購買戦略を立案して参ります。ま
た、必要に応じて自社での海外進出素材の生産活動も視野に入れた展開を行って参ります。
　更に、現在中国・韓国・台湾・ベトナム・タイなどの生産拠点で製品を量産しておりますが、海外サプライヤー
の実情に合わせ、当社の技術要員を技術指導者として派遣し、生産効率の向上・徹底した品質管理向上を図って参
ります。
 
３．基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配されることを防止するための取
組みと当該取組みについての取締役会の判断
①　大規模買付ルールの必要性
　当社取締役会は、上記１.に記載した基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が
支配されることを防止するための取組みとして、不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配される
ことを防止し、当社の企業価値ひいては株主共同の利益に反する大規模買付行為を抑止するとともに、大規模買付行
為が行われる際に、当社取締役会が株主の皆様に代替案を提案したり、あるいは株主の皆様がかかる大規模買付行為
に応じるべきか否かを判断するために必要な情報や時間を確保したりすること、また株主の皆様のために交渉を行う
こと等を可能にすることを目的として、大規模買付者が大規模買付行為を行う前に取るべき手続等を明確かつ具体的
に示した大規模買付ルール(以下「本ルール」といいます。)を導入することといたしました。
 
②　本ルールの合理性
ア　企業価値ひいては株主共同の利益の確保・向上
　本ルールは、基本方針に基づき、当社株券等に対する買付等がなされた際に、当該買付等に応じるべきか否かを株
主の皆様が判断し、あるいは当社取締役会が代替案を提案するために必要な情報や時間を確保し、株主の皆様のため
に買付者等と交渉を行うこと等を可能とすることにより、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を確保することを
目的とするものです。
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イ　買収防衛策に関する指針の要件を充足していること
　本ルールは、経済産業省及び法務省が平成17年５月27日に公表した「企業価値・株主共同の利益の確保又は向上の
ための買収防衛策に関する指針」の定める三原則（企業価値・株主共同の利益の確保・向上の原則、事前開示・株主
意思の原則、必要性・相当性の原則）、を充足しており、企業価値研究会が平成20年６月30日付で公表した「近時の
諸環境の変化を踏まえた買収防衛策の在り方」の内容も踏まえたものとなっております。また、株式会社東京証券取
引所有価証券上場規程における買収防衛策の導入に係る遵守事項（開示の十分性、透明性、流通市場への影響、株主
の権利の尊重）も遵守しております。
ウ　株主意思を重視するものであること
　本ルールの有効期間は、平成29年２月開催予定の当社定時株主総会終結の時までとし、当該株主総会において、株
主の皆様より本ルールの更新についてご承認を頂戴した場合に限り、当該株主総会終結後本ルールを更新することを
予定しております。また、当社は、本ルールの有効期間の満了前であっても、当社の株主総会又は株主総会で選任さ
れた取締役により構成される取締役会において、本ルールを廃止する旨の決議がなされた場合には、本ルールをその
時点で廃止します。その意味で、本ルールの導入及び廃止は、当社株主の皆様の意思に基づくこととなっておりま
す。
エ　独立性の高い社外者の判断の重視と情報開示
　本ルールの運用に際しては、当社の業務執行を行う経営陣から独立した者のみにより構成される特別委員会によっ
て、当社取締役会の恣意的行動を厳しく監視するとともに、特別委員会の判断の概要については株主の皆様に情報開
示することとされており、本ルールの透明な運用が行われる仕組みが確保されております。
オ 合理的な客観的要件の設定

　本ルールは、本ルールに定める合理的かつ客観的な要件が充足される場合でなければ発動されないように設計され
ており、当社取締役会による恣意的な発動を防止するための仕組みを確保しているものといえます。
カ デッドハンド型やスローハンド型買収防衛策ではないこと

　本ルールは、大規模買付者の指名に基づき当社株主総会において選任された取締役で構成される取締役会により廃
止することができないいわゆるデッドハンド型の買収防衛策ではありません。また、当社取締役の任期は２年とされ
ており、期差任期制は採用されていないため、本ルールは、いわゆるスローハンド型の買収防衛策ではありません。
 
(5)研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間における研究開発活動の金額は17百万円であります。なお、当第２四半期連結累計期間
において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 48,000,000

計 48,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成28年５月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年７月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式         14,940,000 14,940,000
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

1,000株

計 14,940,000 14,940,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（千株）

発行済株式総
数残高

（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成28年３月１日～

平成28年５月31日
－ 14,940 － 1,403,250 － －
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（６）【大株主の状況】

  平成28年５月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町１丁目２番10号 893 5.97

アサヒ衛陶取引先持株会 堺市美原区小平尾451番地 740 4.95

日本マスタートラスト信託銀行株

式会社(株式付与ＥＳＯＰ信託

口・７５６４４口)

東京都港区浜松町２丁目11番３号 462 3.09

丹司　英子 大阪市住吉区 384 2.57

阿部　五美 東京都江戸川区 345 2.30

宝天大同 神戸市北区山田町下谷上字箕谷３－１ 327 2.18

株式会社サクシード
京都市下京区室町通五条上る坂東屋町266

ロイヤルハイツ室町203号
316 2.11

CREDIT　SUISSE　AG　ZURICH　

S/A　RESIDENT　TOKYO（常任代理

人　株式会社三菱東京ＵＦＪ銀

行）

UETLIBERGSTRASSE 231 P.O.BOX 600 CH-

8070 ZURICH SWITZERLAND　

（東京都千代田区丸の内２丁目７－１決済

事業部）

304 2.03

町元　孝二 大阪府泉佐野市 256 1.71

戸田　佳男 広島県福山市 213 1.42

計 － 4,240 28.38
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年５月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 　普通株式　　　17,000 － －

完全議決権株式（その他） 　普通株式　14,892,000 14,892 －

単元未満株式 　普通株式　　　31,000 －
一単元（1,000株）未満

の株式

発行済株式総数 14,940,000 － －

総株主の議決権 － 14,892 －

　（注）１．完全議決権株式（その他）には、証券保管振替機構名義の株式 2,000株（議決権の数２個）が含まれており

ます。

２．完全議決権株式（その他）には、株式付与ＥＳＯＰ信託口が所有する当社株式462,000株（議決権の数462

個）が含まれております。

３．「単元未満株式」の欄の普通株式には、当社所有の自己株式17,319株のうち319株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成28年５月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　(自己保有株式)

　アサヒ衛陶株式会社

　堺市美原区小平尾451番

地
17,000 － 17,000 0.11

計 － 17,000 － 17,000 0.11

（注）当第２四半期会計期間末の自己株式数は、17,319株であります。なお、株式付与ＥＳＯＰ信託口が保有する

462,000株については、会計処理上は自己株式とみなして、四半期連結貸借対照表上は自己株式として処理して

おります。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成28年３月１日から平

成28年５月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年12月１日から平成28年５月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、ＯＡＧ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年11月30日)
当第２四半期連結会計期間

(平成28年５月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 588,616 651,170

受取手形及び売掛金 563,019 530,001

商品及び製品 324,877 383,376

前渡金 72,233 32,624

繰延税金資産 21,740 －

その他 27,294 19,326

貸倒引当金 △403 △456

流動資産合計 1,597,378 1,616,043

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 124,431 117,674

構築物（純額） 7,061 4,400

機械及び装置（純額） 14,742 19,219

車両運搬具（純額） 52 26

工具、器具及び備品（純額） 32,419 52,022

土地 297,376 297,376

リース資産（純額） 14,262 25,939

建設仮勘定 － 1,968

有形固定資産合計 490,346 518,627

無形固定資産 34,305 27,364

投資その他の資産   

投資有価証券 19,308 18,800

投資不動産（純額） 75,824 74,686

出資金 50 60

団体生命保険金 4,113 3,569

差入保証金 17,113 16,853

その他 4 2

投資その他の資産合計 116,413 113,971

固定資産合計 641,065 659,963

資産合計 2,238,443 2,276,006
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年11月30日)
当第２四半期連結会計期間

(平成28年５月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 62,175 87,570

1年内返済予定の長期借入金 191,062 219,204

未払金 62,138 53,022

未払費用 30,811 31,515

未払法人税等 4,241 6,662

賞与引当金 3,950 4,030

設備関係支払手形 － 31,195

その他 12,208 40,803

流動負債合計 366,587 474,003

固定負債   

長期借入金 370,491 443,437

役員退職慰労引当金 21,502 18,925

株式給付引当金 8,318 12,369

退職給付に係る負債 48,861 48,408

預り営業保証金 33,561 33,585

繰延税金負債 2,812 2,576

その他 12,619 22,350

固定負債合計 498,166 581,653

負債合計 864,753 1,055,657

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,403,250 1,403,250

利益剰余金 3,679 △130,264

自己株式 △41,117 △41,273

株主資本合計 1,365,811 1,231,711

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 6,498 5,911

繰延ヘッジ損益 2,698 △16,502

為替換算調整勘定 △1,319 △772

その他の包括利益累計額合計 7,877 △11,362

純資産合計 1,373,689 1,220,349

負債純資産合計 2,238,443 2,276,006
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年12月１日
　至　平成27年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年12月１日
　至　平成28年５月31日)

売上高 1,474,340 1,415,146

売上原価 941,458 946,390

売上総利益 532,882 468,756

販売費及び一般管理費 ※ 559,261 ※ 560,090

営業損失（△） △26,378 △91,334

営業外収益   

受取利息 24 20

受取配当金 328 221

仕入割引 2,769 2,519

為替差益 10,057 －

雑収入 2,103 2,655

営業外収益合計 15,283 5,417

営業外費用   

支払利息 1,952 2,218

支払保証料 － 710

為替差損 － 2,410

売上割引 5,718 5,095

雑支出 4 470

営業外費用合計 7,675 10,905

経常損失（△） △18,770 △96,821

特別利益   

固定資産売却益 － 999

特別利益合計 － 999

特別損失   

減損損失 － 7,878

事業再編損 － 3,228

特別損失合計 － 11,107

税金等調整前四半期純損失（△） △18,770 △106,929

法人税等 23,396 27,015

四半期純損失（△） △42,166 △133,944

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △42,166 △133,944
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年12月１日
　至　平成27年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年12月１日
　至　平成28年５月31日)

四半期純損失（△） △42,166 △133,944

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △2,226 △586

繰延ヘッジ損益 △3,184 △19,200

為替換算調整勘定 △38 547

その他の包括利益合計 △5,449 △19,240

四半期包括利益 △47,615 △153,184

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △47,615 △153,184

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

 

EDINET提出書類

アサヒ衛陶株式会社(E01176)

四半期報告書

14/22



（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年12月１日
　至　平成27年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年12月１日
　至　平成28年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △18,770 △106,929

減価償却費 22,015 25,873

貸倒引当金の増減額（△は減少） △239 52

賞与引当金の増減額（△は減少） △10 80

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △4,713 △452

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,436 △2,577

受取利息 △24 △20

受取配当金 △328 △221

支払利息 1,952 2,218

為替差損益（△は益） △9,969 77

固定資産売却損益（△は益） － △999

減損損失 － 7,878

事業再編損 － 3,228

売上債権の増減額（△は増加） 81,232 33,017

たな卸資産の増減額（△は増加） △5,162 △58,498

仕入債務の増減額（△は減少） 14,163 25,394

前渡金の増減額（△は増加） △9,045 39,608

その他 △17,749 7,620

小計 55,789 △24,650

利息及び配当金の受取額 352 242

利息の支払額 △1,921 △2,162

法人税等の支払額 △1,742 △2,513

営業活動によるキャッシュ・フロー 52,477 △29,082

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △24,950 △7,356

有形固定資産の売却による収入 － 1,000

無形固定資産の取得による支出 △5,230 －

投資有価証券の取得による支出 △314 △314

出資金の払込による支出 － △10

保険積立金の解約による収入 － 657

保険積立金の積立による支出 △601 △528

投資活動によるキャッシュ・フロー △31,097 △6,552

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入れによる収入 150,000 200,000

長期借入金の返済による支出 △60,294 △98,912

自己株式の取得による支出 △175 △155

リース債務の返済による支出 △1,446 △3,211

財務活動によるキャッシュ・フロー 88,083 97,720

現金及び現金同等物に係る換算差額 9,915 469

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 119,379 62,554

現金及び現金同等物の期首残高 528,719 588,616

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 648,098 ※ 651,170
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【注記事項】

(会計方針の変更)

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号

平成25年９月13日）等を第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 

(平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用)

　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号　平成28年６月17日）を当第２四半期連結会計期間より適用し、平成28年４月１日以後に取得した

建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　これにより損益に与える影響はありません。
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（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

 （税金費用の算定方法）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、

当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果になる場合には、税引前四半期純損益に

一時差異等に該当しない重要な差異を加減したうえで、法定実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。

 

(追加情報)

（株式付与ＥＳＯＰ信託の会計処理について)

　（１）取引の概要

　当社は、平成26年１月20日開催の取締役会において、当社の中長期的な企業価値を高めることを目的とし

て、従業員インセンティブ・プラン「株式付与ＥＳＯＰ信託」（以下「ＥＳＯＰ信託」といいます。）の導入

を決議しております。

　ＥＳＯＰ信託とは、米国のＥＳＯＰ（Employee Stock Ownership Plan）制度を参考にした信託型の従業員イ

ンセンティブ・プランであり、当社株式を活用した従業員の報酬制度の拡充を図る目的を有するものをいいま

す。

　当社が当社従業員のうち一定の要件を充足する者を受益者として、当社株式の取得資金を拠出することによ

り信託を設定します。当該信託は予め定める株式交付規程に基づき当社従業員に交付すると見込まれる数の当

社株式を、株式市場から予め定める取得期間中に取得します。その後、当該信託は株式交付規程に従い、信託

期間中の従業員の職位等に応じた当社株式を、在職時に無償で従業員に交付します。当該信託により取得する

当社株式の取得資金は全額当社が拠出するため、従業員の負担はありません。

　当該信託の導入により、従業員は当社株式の株価上昇による経済的な利益を収受することができるため、株

価を意識した従業員の業務遂行を促すとともに、従業員の勤労意欲を高めるほか、優秀な人材の確保にも寄与

することが期待できます。また、当該信託の信託財産に属する当社株式に係る議決権行使は、受益者候補であ

る従業員の意思が反映される仕組みであり、従業員の経営参画を促す企業価値向上プランとして有効です。

　（２）信託に残存する自社の株式

　ＥＳＯＰ信託口が保有する当社株式については、信託における帳簿価額(付随費用の金額を除く。)により純

資産の部の自己株式に計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度末39,815千

円、462,000株、当第２四半期連結会計期間39,815千円、462,000株であります。

 

（法人税率の変更等による影響)

　「所得税法等の一部を改正する法律」（平成28年法律第15号）及び「地方税法等の一部を改正する等の法律」

（平成28年法律第13号）が平成28年３月31日に公布され、平成28年４月１日以後に開始する連結会計年度から法

人税率等の引下げ等が行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用す

る法定実効税率は従来の31.3％から平成28年12月１日及び平成29年12月1日に開始する連結会計年度に解消が見込

まれる一時差異等については30.8％に、平成30年12月１日に開始する連結会計年度以降に解消が見込まれる一時

差異等については30.6%となります。

　また、欠損金の繰越控除制度が平成28年12月１日以後に開始する連結会計年度から繰越控除前の所得の金額の

100分の60相当額に控除限度が改正されました。

　これらの税制改正が当第２四半期連結累計期間に与える影響は軽微であります。
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（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年12月１日

　　至 平成27年５月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年12月１日

　　至 平成28年５月31日）

運賃及び運送保険料 82,386千円 81,020千円

給与手当 155,201 149,975

賞与手当 19,122 16,205

賞与引当金繰入額 3,690 3,272

退職給付費用 5,251 3,555

役員退職慰労引当金繰入額 2,436 2,055

福利厚生費 38,763 38,506

賃借料 35,363 35,493

旅費交通費 38,328 31,313

減価償却費 15,886 16,849

メンテナンス費 26,140 28,194

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年12月１日
至 平成27年５月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年12月１日
至 平成28年５月31日）

現金及び預金 648,098千円 651,170千円

現金及び現金同等物 648,098 651,170

 

（株主資本等関係）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自 平成26年12月１日　至 平成27年５月31日）

当社グループは、住宅設備機器事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自 平成27年12月１日　至 平成28年５月31日）

当社グループは、住宅設備機器事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

(金融商品関係)

　該当事項はありません。

 

(有価証券関係)

当社グループの所有する有価証券は、事業の運営において重要なものではないため、注記を省略しております。

 

(デリバティブ関係)

該当事項はありません。

なお、先物為替予約取引を行っておりますが、ヘッジ会計を適用しておりますので注記の対象から除いており

ます。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年12月１日

至　平成27年５月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年12月１日
至　平成28年５月31日）

１株当たり四半期純損失金額(△) △2円92銭 △9円26銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失金額

(△)（千円）
△42,166 △133,944

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半

期純損失金額(△)（千円）
△42,166 △133,944

普通株式の期中平均株式数（株） 14,463,626 14,461,843

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純損失金額の算定に用いられた普通株式の期中平均株式数につき、その計算において控除す

る自己株式に、株式付与ＥＳＯＰ信託口が保有する当社株式を含めております(前第２四半期連結累計期間

462,000株、当第２四半期連結累計期間462,000株)。

 

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年７月14日

アサヒ衛陶株式会社

取締役会　御中

 

ＯＡＧ監査法人

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 今井　基喜　　印

 

 業務執行社員  公認会計士 橋本　公成　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアサヒ衛陶株式

会社の平成27年12月１日から平成28年11月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成28年３月１日から平

成28年５月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年12月１日から平成28年５月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アサヒ衛陶株式会社及び連結子会社の平成28年５月31日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）　１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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